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一
〇
月
二
五
日
、
ス
ー
ダ
ン
で
国
軍
の
部
隊
が
ハ
ム
ド
ッ
ク
首
相

を
拘
束
し
、
国
軍
最
高
司
令
官
で
暫
定
政
権
の
最
高
意
思
決
定
機
関

で
あ
る
主
権
評
議
会
議
長
も
務
め
る
ブ
ル
ハ
ン
氏
が
、
緊
急
事
態
宣

言
の
発
動
と
主
権
評
議
会
お
よ
び
内
閣
の
解
散
を
発
表
し
た
。
ス
ー

ダ
ン
で
は
二
〇
一
九
年
四
月
、
そ
れ
ま
で
三
〇
年
間
続
い
た
バ
シ
ー

ル
政
権
が
国
民
の
民
主
化
要
求
の
下
で
倒
れ
、
軍
部
と
民
主
派
勢
力

に
よ
る
暫
定
移
行
政
権
が
発
足
し
、
民
主
政
権
樹
立
に
向
け
た
移
行

プ
ロ
セ
ス
の
最
中
に
あ
っ
た
。
な
ぜ
今
、
騒
擾
が
発
生
し
た
の
か
。

そ
の
背
景
、
今
後
の
展
望
、
そ
し
て
国
際
社
会
の
役
割
に
つ
い
て
考

察
す
る
。

な
ぜ
今
、
騒
擾
が
発
生
し
た
の
か

　

ス
ー
ダ
ン
で
は
暫
定
移
行
政
権
下
で
さ
ま
ざ
ま
な
改
革
が
実
行
中

で
あ
っ
た
。
従
来
ス
ー
ダ
ン
で
は
、
国
家
予
算
の
六
割
以
上
が
軍
・

治
安
関
連
の
支
出
に
充
て
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
軍
が
運
営
す
る

軍
事
産
業
体
（M

ilitary C
om

plex

）
が
、
軍
需
品
の
み
な
ら

ず
民
生
品
も
生
産
し
、
収
益
を
上
げ
る
構
造
が
作
ら
れ
て
き
た
。
し

か
し
民
主
化
の
過
程
で
か
か
る
体
制
が
見
直
さ
れ
、
国
の
予
算
が
国

国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
ス
ー
ダ
ン
事
務
所
長

坂
根
宏
治

独
立
以
来
、
何
度
も
民
主
化
を
模
索
し
て
き
た
ス
ー
ダ
ン
。

民
主
化
の
プ
ロ
セ
ス
を
再
び
歩
み
始
め
た
矢
先
の
今
年
一
〇
月
、

国
軍
が
実
権
を
掌
握
し
、
停
滞
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

今
回
の
騒
擾
の
背
景
を
踏
ま
え
民
主
化
の
課
題
を
考
え
る
。

さ
か
ね　

こ
う
じ　

早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学

部
卒
、
ブ
ラ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
大
学
平
和
学
修
士
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
理
事
長
室
上
席
秘
書
、
平
和
構
築
室

長
な
ど
を
経
て
、
二
〇
二
一
年
二
月
よ
り
現
職
。

日
本
国
際
平
和
構
築
協
会
理
事
。
論
考
に
「
新

生
民
主
国
家
ス
ー
ダ
ン
の
現
状　

ア
ラ
ブ
の
春

を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
」（
笹
川
平
和
財
団
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
）
な
ど
。

岐
路
に
立
つ
ス
ー
ダ
ン
の
民
主
化
プ
ロ
セ
ス

流
動
化
す
る
ア
フ
リ
カ
情
勢
②
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民
の
た
め
に
適
正
に
配
分
さ
れ
る
仕
組
み
が
構
築
中
で
あ
っ
た
。
ま

た
暫
定
移
行
政
権
は
期
間
を
三
九
ヵ
月
と
定
め
て
い
て
、
前
半
の

二
一
ヵ
月
を
軍
が
、
後
半
の
一
八
ヵ
月
を
民
主
派
が
リ
ー
ド
す
る
こ

と
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
転
換
点
が
今
年
一
一
月
で
あ
っ
た
。
暫
定

移
行
政
権
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
民
主
派
に
移
行
す
る
こ
と
で
、
こ

れ
ま
で
享
受
し
て
き
た
利
益
構
造
が
失
わ
れ
る
と
の
危
機
感
が
軍
部

に
強
く
、
そ
れ
が
今
回
の
騒
擾
発
生
の
原
因
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。

軍
部
に
と
っ
て
の
二
つ
の
「
想
定
外
」

　

今
回
の
騒
擾
に
関
し
て
軍
部
は
、
二
〇
一
三
年
の
エ
ジ
プ
ト
の
政

権
交
代
を
モ
デ
ル
に
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
エ
ジ
プ
ト
の
政
変

で
は
、
国
民
の
不
満
を
後
ろ
盾
と
し
、
軍
部
が
介
入
し
て
政
権
交
代

が
成
立
し
た
。
実
際
、
一
〇
月
二
五
日
の
直
前
に
は
類
似
し
た
環
境

が
整
っ
て
い
た
。移
行
政
権
下
で
経
済
は
悪
化
し
、政
府
の
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
質
は
劣
化
し
、
国
民
の
政
府
に
対
す
る
不
満
は
高
ま
る
一
方

で
あ
っ
た
。
地
方
で
は
、
二
〇
年
の
ジ
ュ
バ
和
平
合
意
に
署
名
し
た

東
部
地
域
の
「
ベ
ジ
ャ
議
会
（Beja Congress

）」
が
、
和
平
合

意
で
約
束
さ
れ
た
平
和
の
配
当
が
実
行
さ
れ
て
い
な
い
と
不
満
の
声

を
上
げ
、
ダ
ル
フ
ー
ル
で
は
民
族
紛
争
が
激
化
し
て
い
た
。
ま
た
、

民
主
派
グ
ル
ー
プ
を
率
い
て
き
た
統
一
会
派
「
自
由
と
変
革
の
勢
力

（
Ｆ
Ｆ
Ｃ
）」で
は
、内
部
に
お
け
る
代
表
の
あ
り
方
が
一
部
の
グ
ル
ー

プ
に
偏
っ
て
い
る
と
し
て
不
満
が
上
が
り
、
一
〇
月
初
め
に
は
主
流

派
か
ら
分
裂
す
る
第
二
グ
ル
ー
プ
「
Ｆ
Ｆ
Ｃ
２
」
設
立
の
動
き
が
発

生
し
た
。
国
の
混
乱
を
鎮
め
る
た
め
に
、
軍
部
が
介
入
す
る
舞
台
は

整
っ
て
い
る
か
に
見
え
た
。

　

し
か
し
、
事
態
は
シ
ナ
リ
オ
通
り
に
動
か
な
か
っ
た
。
国
民
の
抵

抗
は
想
定
を
大
き
く
凌
ぐ
も
の
で
あ
っ
た
。
一
〇
月
三
〇
日
に
は
、

「
一
〇
〇
万
人
の
大
行
進
（M

arch of M
illions

）」
が
全
国
で
実

行
さ
れ
、一
一
月
七
〜
八
日
に
は
、「
ス
ー
ダ
ン
専
門
家
協
会（Sudan 

Professional A
ssociations

（
Ｓ
Ｐ
A
）」
の
呼
び
か
け
に
よ
る

「
市
民
の
不
服
従
運
動
（Civil D

isobedience

）」
が
展
開
さ
れ
た
。

ま
た
一
一
月
一
三
日
に
は
再
び
「
一
〇
〇
万
人
の
行
進
」
が
行
わ
れ

た
。
騒
擾
以
降
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
遮
断
さ
れ
た
が
、
そ
れ
に
も

か
か
わ
ら
ず
大
規
模
な
抗
議
行
動
が
継
続
的
に
発
生
し
て
い
る
。

　

ブ
ル
ハ
ン
氏
は
、
自
宅
軟
禁
中
の
ハ
ム
ド
ッ
ク
前
首
相
を
首
相
に

復
帰
さ
せ
、
閣
僚
は
各
政
治
グ
ル
ー
プ
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
基
づ
き

交
代
さ
せ
る
新
組
閣
案
を
Ｆ
Ｆ
Ｃ
に
提
示
し
た
が
、
Ｆ
Ｆ
Ｃ
は
、
民

主
派
メ
ン
バ
ー
が
拘
束
さ
れ
て
い
る
中
で
こ
の
検
討
は
あ
り
得
な
い

と
し
て
提
案
を
拒
否
し
、
一
〇
月
二
五
日
以
前
の
状
態
に
戻
す
よ
う

要
求
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　

騒
擾
前
に
は
分
裂
の
兆
し
さ
え
あ
っ
た
国
民
や
Ｆ
Ｆ
Ｃ
が
、「
ハ
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ム
ド
ッ
ク
首
相
の
下
で
の
民
主
化
推
進
」
で
再
統
合
さ
れ
た
の
で
あ

る
。

　

国
際
社
会
や
周
辺
国
の
対
応
も
軍
部
に
は
想
定
外
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
国
際
社
会
の
動
き
は
速
く
、
騒
擾
前
の
状
態
に
戻
す
こ
と

で
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
形
成
さ
れ
た
。
米
英
な
ど
の
主
要
国
や
国
連
は

一
〇
月
二
五
日
の
騒
擾
に
「
深
い
憂
慮
」
を
表
明
、
ア
フ
リ
カ
連
合

（
Ａ
Ｕ
）
は
ス
ー
ダ
ン
の
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
停
止
を
発
表
し
た
。
さ

ら
に
米
国
は
ス
ー
ダ
ン
に
対
す
る
七
億
ド
ル
の
経
済
支
援
停
止
を
発

表
し
、
世
界
銀
行
も
同
様
に
支
援
停
止
を
発
表
し
た
。
ス
ー
ダ
ン
と

関
係
が
深
い
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
と
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
は
、
米
英
と

と
も
に
「
市
民
主
導
の
暫
定
政
府
の
回
復
」
を
求
め
る
声
明
を
発
表
、

エ
ジ
プ
ト
も
米
国
と
の
二
国
間
会
談
を
経
て
、
ス
ー
ダ
ン
の
民
主
化

を
支
持
す
る
と
明
言
し
た
。
ア
ラ
ブ
連
盟
も
今
回
の
騒
擾
を
非
難
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
元
の
体
制
に
戻
す
よ
う
要
求
す
る
国
際
社
会
の
一

致
団
結
し
た
対
応
に
、
誰
も
異
議
を
唱
え
ら
れ
な
い
環
境
が
整
備
さ

れ
た
。

求
心
力
を
失
う
軍
部

　

ブ
ル
ハ
ン
氏
は
、
想
定
外
の
反
応
に
直
面
し
、
デ
ッ
ド
ロ
ッ
ク
に

陥
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
想
定
外
と
い
う
よ
り
、
そ
も
そ
も
の

権
力
掌
握
後
の
事
態
の
設
計
が
不
十
分
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

今
回
の
騒
擾
が
、
二
〇
一
三
年
の
エ
ジ
プ
ト
の
政
変
や
、
一
九
八
九

年
の
バ
シ
ー
ル
政
権
誕
生
期
の
政
変
と
異
な
る
の
は
、
政
変
後
の
青

写
真
と
大
義
が
欠
如
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

ブ
ル
ハ
ン
氏
が
新
た
な
政
治
体
制
を
国
民
に
示
し
た
の
は
一
一
月

一
一
日
の
夕
刻
、
騒
擾
か
ら
一
八
日
目
で
あ
っ
た
。
そ
の
体
制
は
、

ブ
ル
ハ
ン
氏
を
主
権
評
議
会
議
長
に
、
即
応
支
援
部
隊
（
Ｒ
Ｓ
Ｆ
）

ト
ッ
プ
の
ハ
ム
ダ
ン
・
ダ
ガ
ロ
（
通
称
、
へ
メ
テ
ィ
）
将
軍
を
同
副

議
長
と
し
、
Ｆ
Ｆ
Ｃ
メ
ン
バ
ー
は
含
ま
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
議

長
、
副
議
長
の
構
成
は
以
前
と
変
わ
ら
ず
、
と
う
て
い
国
民
の
支
持

を
得
ら
れ
る
内
容
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
発
表
直
後
か
ら
各
地
で
抗

議
行
動
が
発
生
し
、
現
在
、
先
行
き
が
見
通
せ
な
い
状
況
と
な
っ
て

い
る
。

　

政
変
に
は
、
国
民
を
納
得
さ
せ
る
大
義
が
不
可
欠
で
あ
り
、
こ
れ

な
く
し
て
は
軍
部
の
下
士
官
の
支
持
も
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
バ

シ
ー
ル
元
大
統
領
が
一
九
八
九
年
に
政
権
の
座
に
就
い
た
時
に
は
、

イ
ス
ラ
ム
の
理
念
に
基
づ
き
モ
ラ
ル
と
正
義
を
回
復
す
る
と
の
訴
え

が
あ
っ
た
。
二
〇
一
三
年
の
エ
ジ
プ
ト
の
政
権
交
代
で
は
、
悪
化
し

た
経
済
の
立
て
直
し
を
大
義
と
し
て
、
国
民
の
支
持
を
獲
得
し
た
。

し
か
し
今
回
の
騒
擾
に
は
政
変
後
の
青
写
真
と
大
義
が
欠
如
し
て
い

る
。
こ
れ
で
は
国
民
か
ら
の
支
持
は
得
ら
れ
ず
、
む
し
ろ
大
規
模
な

抗
議
運
動
に
発
展
し
て
い
る
。
国
軍
兵
士
も
か
か
る
国
民
の
声
を
無
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視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
一
九
年
の
バ
シ
ー
ル
政
権
崩

壊
時
に
は
、
軍
部
が
バ
シ
ー
ル
氏
の
命
令
に
従
わ
ず
、
む
し
ろ
退
陣

を
求
め
た
こ
と
を
想
起
す
べ
き
で
あ
る
。

　

ス
ー
ダ
ン
で
は
従
来
、
軍
部
に
対
し
国
民
か
ら
一
定
の
信
頼
が

あ
っ
た
が
、
一
九
年
六
月
に
治
安
部
隊
が
市
民
に
発
砲
し
、
一
〇
〇

人
以
上
の
死
者
を
発
生
さ
せ
て
以
降
、
国
民
の
治
安
部
隊
に
対
す
る

信
頼
は
失
墜
し
た
。
今
年
一
〇
月
三
〇
日
の
行
進
で
は
、
ハ
ル
ツ
ー

ム
東
部
の
マ
ン
シ
ー
ル
橋
で
、
治
安
部
隊
が
封
鎖
す
る
橋
を
、
非
武

装
の
市
民
が
デ
モ
に
よ
り
開
通
さ
せ
て
い
る
。
治
安
部
隊
側
に
安
易

に
火
器
を
使
用
し
な
い
抑
制
力
が
働
い
て
い
た
の
は
事
実
だ
が
、
一

方
で
、
非
武
装
の
市
民
に
実
弾
を
使
用
す
る
に
は
、
相
当
の
覚
悟
が

必
要
な
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

　

ま
た
バ
シ
ー
ル
政
権
発
足
当
時
、
ス
ー
ダ
ン
に
は
巨
大
な
石
油
資

源
が
あ
り
、
軍
へ
の
忠
誠
を
誓
っ
た
者
に
は
応
分
の
配
当
が
あ
っ

た
。
し
か
し
、
二
〇
一
一
年
の
南
ス
ー
ダ
ン
独
立
に
よ
り
、
石
油
資

源
の
四
分
の
三
は
南
ス
ー
ダ
ン
領
と
な
っ
た
。
ま
た
ス
ー
ダ
ン
国
軍

は
ア
ラ
ブ
系
の
特
定
民
族
が
幹
部
を
占
め
て
い
る
が
、
下
士
官
は
西

部
出
身
者
な
ど
多
様
な
民
族
で
成
り
立
っ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
軍

の
体
制
に
対
す
る
下
士
官
の
不
満
も
少
な
く
な
い
。
加
え
て
、
国
軍

と
行
動
を
共
に
す
る
こ
と
が
多
い
Ｒ
Ｓ
Ｆ
の
方
が
国
軍
よ
り
給
与
が

高
く
、
国
軍
か
ら
Ｒ
Ｓ
Ｆ
に
転
籍
を
希
望
す
る
兵
士
も
少
な
く
な
い

と
聞
く
。
こ
の
よ
う
な
環
境
下
で
、
ブ
ル
ハ
ン
氏
に
対
す
る
国
軍
兵

士
の
忠
誠
心
が
ど
こ
ま
で
盤
石
で
あ
る
か
は
未
知
数
で
あ
る
。

　

米
国
は
二
〇
年
一
二
月
に
ス
ー
ダ
ン
の
テ
ロ
支
援
国
家
指
定
を
解

除
し
、
こ
れ
ま
で
強
力
に
ス
ー
ダ
ン
の
民
主
化
を
支
援
し
て
き
た
。

今
年
三
月
、
国
際
社
会
で
ス
ー
ダ
ン
に
対
す
る
債
務
削
減
の
議
論
が

開
始
さ
れ
る
と
、
米
国
は
い
ち
早
く
世
銀
に
ブ
リ
ッ
ジ
ロ
ー
ン
を
供

与
し
、
ス
ー
ダ
ン
の
世
銀
に
対
す
る
延
滞
債
務
の
解
消
を
行
っ
た
。

同
月
末
に
は
ス
ー
ダ
ン
と
米
国
間
の
官
民
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

開
催
し
た
。
ま
た
「
ア
フ
リ
カ
の
角
」
特
使
の
フ
ェ
ル
ト
マ
ン
氏
が

頻
繁
に
ス
ー
ダ
ン
を
訪
問
し
、
移
行
政
権
内
の
政
治
的
な
分
裂
回
避

に
尽
力
し
て
き
た
。
一
〇
月
二
五
日
の
騒
擾
直
前
に
も
、
フ
ェ
ル
ト

マ
ン
氏
は
ブ
ル
ハ
ン
氏
と
面
会
し
、
民
主
的
な
政
治
運
営
の
推
進
を

確
認
し
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
そ
の
直
後
の
騒
擾
だ
っ
た
だ
け
に
米

国
政
府
の
憤
り
は
相
当
で
あ
っ
た
。米
国
で
は
そ
の
後
、ク
ー
デ
タ
ー

首
謀
者
を
対
象
と
し
た
経
済
制
裁
の
発
動
を
求
め
る
動
議
が
議
会
で

提
起
さ
れ
た
。
ま
た
へ
メ
テ
ィ
氏
が
率
い
る
Ｒ
Ｓ
Ｆ
を
テ
ロ
組
織
に

指
定
す
べ
き
と
の
議
論
も
米
国
内
で
浮
上
し
て
い
る
。

　

一
一
月
八
日
、
ブ
ル
ハ
ン
氏
は
、「
一
〇
月
二
五
日
の
騒
擾
は
、

軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
で
は
な
い
」「
国
の
分
裂
の
危
機
に
際
し
、
民
主

主
義
を
守
り
、人
々
の
安
全
を
守
る
た
め
に
介
入
し
た
も
の
で
あ
る
」

と
の
説
明
を
ア
ル
ジ
ャ
ジ
ー
ラ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
行
っ
た
。ま
た
、
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こ
れ
ま
で
メ
デ
ィ
ア
に
出
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
ヘ
メ
テ
ィ

氏
が
、「
民
主
主
義
を
守
る
た
め
の
介
入
で
あ
っ
た
」
と
の
ビ
デ
オ

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
表
し
た
。
か
か
る
発
言
は
、
米
国
の
動
向
と
無
関

係
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
も
は
や
誰
も
、「
民
主
主
義
」
を
敵
に
回

す
わ
け
に
は
い
か
な
く
な
っ
て
い
る
。

民
主
主
義
定
着
の
条
件

　

し
か
し
民
主
化
の
標
榜
と
、民
主
主
義
の
定
着
は
同
じ
で
は
な
い
。

ス
ー
ダ
ン
で
は
民
主
運
動
の
歴
史
は
長
く
、
一
九
五
六
年
の
独
立
以

降
、
六
四
年
、
八
五
年
、
そ
し
て
二
〇
一
九
年
に
民
衆
蜂
起
に
よ
り

政
権
が
倒
さ
れ
て
き
た
。
独
立
後
わ
ず
か
六
〇
年
の
歴
史
の
中
で
、

三
度
、民
主
革
命
を
果
た
し
た
国
で
あ
る
。
ス
ー
ダ
ン
の
人
々
に
は
、

経
済
的
欲
求
だ
け
で
な
く
政
治
的
自
由
を
求
め
て
軍
部
に
対
し
対
峙

し
て
き
た
経
験
の
蓄
積
が
あ
る
。
一
方
、
こ
れ
ま
で
の
民
主
化
は
、

革
命
後
数
年
の
う
ち
に
軍
部
が
再
度
権
力
を
掌
握
し
て
お
り
、
民
主

主
義
の
定
着
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　

今
回
の
騒
擾
後
、
民
主
運
動
を
率
い
て
き
た
Ｓ
Ｐ
A
は
、
一
九

年
の
民
主
革
命
で
も
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
た
が
、
そ
の
後
Ｓ

Ｐ
A
の
存
在
感
は
急
速
に
薄
れ
て
い
っ
た
。
Ｓ
Ｐ
A
の
構
成
員
を

ま
と
め
、
具
体
的
な
政
策
を
作
り
実
行
す
る
行
動
力
が
欠
け
て
い
た

の
で
あ
る
。

　

ス
ー
ダ
ン
は
多
様
性
に
富
ん
だ
国
で
あ
る
。
ア
ラ
ブ
系
と
ブ
ラ
ッ

ク
ア
フ
リ
カ
系
民
族
が
混
住
し
、
農
耕
を
営
む
人
々
も
い
れ
ば
、
遊

牧
を
主
た
る
生
業
と
す
る
人
々
も
い
る
。
信
条
も
共
産
主
義
を
主
張

す
る
グ
ル
ー
プ
も
い
れ
ば
、イ
ス
ラ
ム
色
の
強
い
グ
ル
ー
プ
も
い
る
。

都
市
と
地
方
の
格
差
も
深
刻
で
あ
る
。
こ
れ
ら
多
様
な
人
々
が
「
民

主
主
義
の
推
進
」
あ
る
い
は
「
軍
部
の
へ
の
対
抗
」
で
一
致
し
た
と

し
て
も
、
ど
の
よ
う
な
国
を
つ
く
る
の
か
で
は
、
必
ず
し
も
考
え
方

が
一
致
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。実
際
に
一
〇
月
初
め
に
は
、ス
ー

ダ
ン
東
部
の
グ
ル
ー
プ
が
ジ
ュ
バ
和
平
合
意
の
履
行
を
め
ぐ
り
不
満

を
述
べ
、
民
主
派
連
合
Ｆ
Ｆ
Ｃ
が
内
部
分
裂
の
危
機
に
あ
っ
た
こ
と

は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。

　

ス
ー
ダ
ン
に
限
ら
ず
、
民
主
主
義
の
定
着
が
容
易
で
な
い
こ
と
は

歴
史
が
証
明
し
て
い
る
。
二
〇
一
一
年
に
「
ア
ラ
ブ
の
春
」
と
し
て

北
ア
フ
リ
カ
か
ら
中
東
に
か
け
て
民
主
化
運
動
が
広
が
っ
た
が
、
ほ

と
ん
ど
の
国
で
民
主
主
義
は
定
着
し
な
か
っ
た
。
ス
ー
ダ
ン
の
今
回

の
騒
擾
も
、
一
九
年
四
月
の
民
主
革
命
か
ら
二
年
半
で
発
生
し
た
。

　

民
主
化
は
、
容
易
で
は
な
い
。
第
一
に
、
こ
れ
ま
で
の
政
権
下
で

構
築
さ
れ
た
社
会
シ
ス
テ
ム
を
変
え
る
に
は
、
大
き
な
痛
み
が
伴
う

か
ら
で
あ
る
。
ス
ー
ダ
ン
で
は
従
来
、
為
替
レ
ー
ト
は
公
定
レ
ー
ト

の
他
に
平
衡
レ
ー
ト
と
呼
ば
れ
る
闇
レ
ー
ト
が
存
在
し
た
。
今
年
二

月
時
点
で
、
公
定
レ
ー
ト
が
一
Ｕ
Ｓ
ド
ル
＝
五
五
ス
ー
ダ
ン
ポ
ン
ド
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で
あ
る
の
に
対
し
、
平
衡
レ
ー
ト
は
約
三
七
五
ポ
ン
ド
で
あ
っ
た
。

こ
の
解
消
を
図
る
べ
く
変
動
相
場
制
を
導
入
し
た
結
果
、
銀
行
の
交

換
レ
ー
ト
は
一
気
に
三
七
五
ポ
ン
ド
に
上
が
り
、
現
在
は
四
五
〇
ポ

ン
ド
前
後
で
推
移
し
て
い
る
。
通
貨
価
値
が
九
分
の
一
に
下
落
し
た

の
で
あ
る
。
同
様
に
、
こ
れ
ま
で
多
額
の
補
助
金
が
充
当
さ
れ
て
き

た
燃
料
価
格
は
、
今
年
六
月
に
補
助
金
が
完
全
撤
廃
さ
れ
、
二
倍
に

引
き
上
が
っ
た
。
六
、七
月
の
対
前
年
比
イ
ン
フ
レ
率
は
四
〇
〇
％

を
超
え
、
国
民
の
生
活
を
圧
迫
し
た
。
社
会
的
弱
者
の
救
済
策
と
し

て
貧
困
家
庭
向
け
の
支
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
提
供
さ
れ
た
が
、
国
民
の

不
満
を
鎮
め
る
に
は
十
分
で
は
な
か
っ
た
。

　

次
に
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
機
能
低
下
が
挙
げ
ら
れ
る
。
新
た
に
政

権
に
つ
い
た
人
々
の
多
く
は
、
行
政
経
験
が
少
な
い
人
々
が
中
心
で

あ
っ
た
。
新
リ
ー
ダ
ー
の
下
、
中
央
官
庁
や
州
政
府
の
官
僚
は
旧
政

権
派
と
見
な
さ
れ
、
解
雇
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
散
見
さ
れ
た
。
そ
の
結

果
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
消
失
し
、
公
務
員
の
仕
事

に
対
す
る
意
欲
も
失
わ
れ
て
い
っ
た
。
財
政
再
建
を
目
指
す
あ
ま
り

極
度
の
緊
縮
財
政
策
が
と
ら
れ
、
行
政
運
営
に
最
低
限
必
要
な
予
算

が
配
賦
さ
れ
ず
、
給
与
の
遅
配
も
発
生
し
た
こ
と
が
、
公
共
サ
ー
ビ

ス
の
機
能
劣
化
に
拍
車
を
か
け
た
。

　

ス
ー
ダ
ン
で
は
、
民
主
化
と
と
も
に
多
く
の
ド
ナ
ー
が
支
援
を
開

始
し
、
そ
の
結
果
、
援
助
機
関
に
転
職
す
る
公
務
員
が
増
え
た
こ
と

も
一
因
で
あ
る
。
大
き
な
社
会
変
化
の
下
で
、
国
の
根
幹
を
担
う
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
空
洞
化
、
機
能
劣
化
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。

　

民
主
主
義
の
定
着
に
は
、
新
た
に
誕
生
し
た
民
主
政
権
が
、
革
命

の
ほ
と
ぼ
り
か
ら
冷
め
た
後
も
国
民
の
信
頼
を
獲
得
し
続
け
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
政
権
を
担
っ
た
こ
と
が
な
い

人
々
が
、
社
会
シ
ス
テ
ム
を
変
革
し
、
ま
た
国
民
の
満
足
を
得
ら
れ

る
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
る
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。

関
与
を
止
め
て
は
な
ら
な
い

　

す
で
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
ス
ー
ダ
ン
は
こ
れ
ま
で
民
主
化
の
実

現
の
た
め
の
挑
戦
と
失
敗
を
繰
り
返
し
た
歴
史
が
あ
る
。
民
主
化
の

標
榜
は
容
易
だ
が
、
民
主
主
義
の
実
現
、
定
着
は
容
易
で
は
な
い
。

今
、
よ
う
や
く
掴
ん
だ
民
主
化
の
夢
が
失
わ
れ
る
か
ど
う
か
の
瀬
戸

際
に
、
ス
ー
ダ
ン
は
立
た
さ
れ
て
い
る
。

　

わ
れ
わ
れ
が
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
の
夢
の
実
現
を
支
援
す
る
こ
と

で
あ
る
。
ス
ー
ダ
ン
の
人
々
は
、
前
政
権
時
代
の
約
三
〇
年
間
、
世

界
か
ら
見
離
さ
れ
て
き
た
。
彼
ら
を
再
び
見
離
し
て
は
な
ら
な
い
。

あ
ら
ゆ
る
国
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
行
政
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
必
要
で

あ
る
。
そ
の
た
め
、「
透
明
性
が
高
く
、
効
率
的
で
、
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
（
包
摂
的
）
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
」
が
実
行
で
き
る
行
政
組
織
づ

く
り
、
行
政
官
の
人
材
育
成
支
援
が
必
要
で
あ
る
。
●




